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(57)【要約】
【課題】パネル構造を変更することで電気光学パネル及
び電気光学装置の製品外形を小さくする。
【解決手段】本発明の電気光学パネルは、表示領域１０
Ａと、該表示領域１０Ａの外側に形成される周辺領域１
０Ｂと、を有する基板１１，１２を備え、前記周辺領域
１０Ｂが前記表示領域１０Ａに対して厚み方向に折り曲
げられた状態とされることを特徴とする。特に、前記周
辺領域１０Ｂは前記表示領域１０Ａに対して視認側とは
反対側に折り曲げられた状態とされることが好ましい。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示領域と、該表示領域の外側に形成される周辺領域と、を有する基板を備え、該周辺
領域は前記表示領域に対して厚み方向に折り曲げられた状態とされていることを特徴とす
る電気光学パネル。
【請求項２】
　前記周辺領域は前記表示領域に対して視認側とは反対側に折り曲げられていることを特
徴とする請求項１に記載の電気光学パネル。
【請求項３】
　前記周辺領域は前記視認側とは反対側に折り曲げられた部分の先が内側にさらに折り曲
げられることを特徴とする請求項２に記載の電気光学パネル。
【請求項４】
　前記表示領域が前記周辺領域の折り曲げ側とは反対側に向けて凸曲面状に湾曲している
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の電気光学パネル。
【請求項５】
　平面視で多角形状に構成され、相互に隣接する辺に設けられる前記周辺領域の部分間に
切り欠き部が設けられ、該部分がそれぞれ厚み方向に折り曲げられることを特徴とする請
求項１乃至３のいずれか一項に記載の電気光学パネル。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載の電気光学パネルと、該電気光学パネルを保持す
る枠体とを具備することを特徴とする電気光学装置。
【請求項７】
　前記電気光学パネルの前記周辺領域の内側に照明ユニットが配置されることを特徴とす
る請求項６に記載の電気光学装置。
【請求項８】
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載の電気光学パネルと、該電気光学パネルと平面的
に重なり配置され、前記電気光学パネルを照明する照明ユニットとを具備することを特徴
とする電気光学装置。
【請求項９】
　前記照明ユニットは前記周辺領域の内側に配置されることを特徴とする請求項８に記載
の電気光学装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至８のいずれか一項に記載の電気光学装置と、該電気光学装置の制御手段と
を具備することを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電気光学パネル、電気光学装置及び電子機器に係り、特に、小型の電子機器に
搭載する場合に好適な電気光学装置の構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、携帯電話機等の電子機器に搭載される電気光学装置、例えば液晶表示装置とし
ては、液晶表示パネルと照明ユニット（いわゆるバックライト）とを合成樹脂等よりなる
枠体（フレーム）に保持してなる構造を有するものが知られている。このような電気光学
装置において、液晶表示パネルには、画素が配列されてなる表示領域と、この表示領域の
外側に設けられ、各画素へ接続される配線や遮光膜などが形成されてなる周辺領域とが設
けられる。電気光学装置では、この電気光学パネルの周辺領域のさらに外側に枠体がある
ので、表示領域によって形成される画面の周囲には或る程度の幅を有する額縁状の部分が
必ず存在することになる。
【０００３】
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　しかしながら、近年、携帯電話機等の小型の電子機器では、表示画面を大きく確保しつ
つ、その周囲の額縁状の領域幅を縮小することで、電子機器の小型化やデザイン性の向上
などを図る傾向があり、そのために電気光学装置においても周辺領域や枠体の小型化が要
求されるようになってきている。
【０００４】
　このため、近年では製品外形を小さくするために枠体の幅が低減されてきているが、そ
れも限界に近づきつつあることから、例えば以下の特許文献１に記載されているように、
液晶表示パネルを保持するホルダー４の一部に張り出し部４１を設け、この張り出し部４
１をホルダー４を収容するフレーム７に設けられた切り欠き７１に係合させることで、水
平方向のストッパーとして用いるようにし、これによって、フレーム及びホルダーの組立
時における係合余裕を不要とし、その分外形を小さくするといった提案がなされている。
【特許文献１】特開２００７－３２３０１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前述の特許文献１に記載された構造では、液晶表示パネルを保持するホ
ルダーをフレームに収容する際の係合余裕を不要とすることで、ホルダーとフレームから
なる枠体の幅を小さくするようにしているので、枠体そのものの幅を大幅に低減すること
は難しく、製品外形の充分な小型化を望むことができないという問題点がある。
【０００６】
　そこで本発明は上記問題点を解決するものであり、その課題は、パネル構造を変更する
ことで、製品外形を小さくすることのできる電気光学パネル及び電気光学装置を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　斯かる実情に鑑み、本発明の電気光学パネルは、表示領域と、該表示領域の外側に形成
される周辺領域と、を有する基板を備え、前記周辺領域は前記表示領域に対して厚み方向
に折り曲げられた状態とされていることを特徴とする。
【０００８】
　この発明によれば、電気光学パネルの基板の周辺領域が表示領域に対して厚み方向に折
り曲げられていることにより、電気光学パネルにおいて表示領域の外側の周辺領域の張り
出し量を低減することができるので、製品外形を小さく構成することができる。
【０００９】
　本発明の一の態様においては、前記周辺領域は前記表示領域に対して視認側とは反対側
に折り曲げられる。これによれば、周辺領域が表示領域の視認側とは反対側に折り曲げら
れることにより、表示領域の周囲前方に周辺領域が突出することがないので、視認性を向
上できる。
【００１０】
　この場合に、前記周辺領域は前記視認側とは反対側に折り曲げられた部分の先が内側に
さらに折り曲げられることが好ましい。これによれば、周辺領域が視認側とは反対側に折
り曲げられるだけでなく、その先の部分がさらに内側に折り曲げられることにより、周辺
領域の幅が大きい場合でも装置の厚みを増大させずに構成できる。
【００１１】
　本発明の異なる態様においては、前記表示領域が前記周辺領域の折り曲げ側とは反対側
に向けて凸曲面状に湾曲している。これによれば、電気光学パネルの可撓性が不十分なも
の、限定されたものであっても、表示領域を周辺領域の折り曲げ側とは反対側に向けて凸
曲面状に湾曲させることで、周辺領域の折り曲げによる曲率を小さくすることができる。
【００１２】
　本発明のさらに異なる態様においては、前記電気光学パネルは平面視で多角形状に構成
され、相互に隣接する辺に設けられる前記周辺領域の部分間に切り欠き部が設けられ、該
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部分がそれぞれ厚み方向に折り曲げられる。これによれば、相互に隣接する辺に設けられ
る周辺領域の部分間に切り欠き部を設けることにより、両部分をそれぞれ他方に影響され
ずに独立して折り曲げることが可能になる。
【００１３】
　この場合に、前記部分にはそれぞれ配線が形成され、該配線は前記部分間に実装された
配線基板を介して接続されることが好ましい。これによれば、切り欠き部を設けても両部
分にそれぞれ設けられた配線を接続することが可能になる。
【００１４】
　次に、本発明の電気光学装置は、上記電気光学パネルと、該電気光学パネルを保持する
枠体とを具備する。ここで、枠体は周辺領域を外側より保持してもよく、内側より保持し
てもよい。外側より保持する場合には電気光学パネルを上記状態に保持しやすくなるが、
その代わりに製品外形が枠体の分だけ大きくなる。内側より保持する場合には周辺領域に
接着するなど何らかの固定手段が必要となるが、その代わりに製品外形をより小さくする
ことができる。この場合に、上記周辺領域のうち、内側にさらに折り曲げられた部分につ
いても上記枠体や別の部材により保持されることが好ましい。
【００１５】
　本発明の他の態様においては、前記電気光学パネルの前記周辺領域の内側に照明ユニッ
トが配置される。このように周辺領域の内側に照明ユニットが配置されることで、製品内
に効率的に照明ユニットを組み込むことが可能になり、全体をコンパクトに構成できる。
【００１６】
　本発明の別の電気光学装置は、上記電気光学パネルと、該電気光学パネルと平面的に重
なり配置され、前記電気光学パネルを照明する照明ユニットとを具備する。
【００１７】
　この場合に、照明ユニットが電気光学パネルを保持するように構成することで、照明ユ
ニットとは別に枠体を配置する必要がなくなる。また、照明ユニットは前記周辺領域の内
側に配置されることが好ましい。
【００１８】
　なお、電気光学パネルを枠体や照明ユニット等により保持する場合には、電気光学パネ
ルにおいて表示領域に対し周辺領域が厚み方向に折り曲げられた状態を枠体や照明ユニッ
トにより維持するように構成されていてもよく、或いは、電気光学パネルが単独でも表示
領域に対し周辺領域が厚み方向に折り曲げられた状態を維持できるように構成されていて
もよい。
【００１９】
　次に、本発明の電子機器は、上記のいずれかに記載の電気光学装置と、該電気光学装置
の制御手段とを具備することを特徴とする。この電子機器としては何ら限定されないが、
特に、電気光学装置の外形を小さく構成できる点で、携帯電話機、携帯型電子時計、携帯
型情報端末等に用いることが効果的である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　次に、添付図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。
【００２１】
　［第１実施形態］
  図１（ａ）は本発明に係る電気光学装置の第１実施形態の平面図、図１（ｂ）は第１実
施形態の概略縦断面図、図１（ｃ）は折り曲げた周辺領域部分間の接続構造を示す拡大部
分斜視図である。本実施形態の電気光学装置は、液晶表示パネル等で構成される電気光学
パネル１０と、この電気光学パネル１０を保持する枠体２０とを具備している。
【００２２】
　図１（ａ）及び（ｂ）に示すように、電気光学パネル１０は、プラスチック製その他の
合成樹脂フィルム等よりなる基板１１と１２が貼り合わされ、これらの基板１１と１２間
に電気光学物質（図示せず）が配置された可撓性の表示パネルである。このような表示パ
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ネルとしては、液晶表示体のほか、電気泳動表示体（ＥＰＤ）、有機ＥＬ表示体（ＯＬＥ
Ｄ）などでも構成できる。本実施形態に係る電気光学パネル１０は基本的に自発光タイプ
或いは反射型タイプで、バックライト等の照明ユニットを設けずに表示画像を形成できる
ものとされる。
【００２３】
　電気光学パネル１０には、画素が縦横に配列されてなる表示領域１０Ａと、この表示領
域１０Ａの周囲に設けられた周辺領域１０Ｂとを有する。周辺領域１０Ｂは表示領域１０
Ａ内の電極に接続される配線や遮光膜が形成される領域であり、表示には直接寄与しない
が、表示領域１０Ａに所望の表示を行うために必須の領域である。図示例では周辺領域１
０Ｂは表示領域１０Ａを取り囲むように周囲に形成される。なお、図１（ａ）において、
表示領域１０Ａと周辺領域１０Ｂとの境界は図示一点鎖線で描いてあり、また、周辺領域
１０Ｂについては実際には後述するように背面側に折り曲げられているので、図１（ａ）
に二点鎖線で展開図を描いてある。
【００２４】
　電気光学パネル１０の周辺領域１０Ｂは、表示領域１０Ａに対して背面側（視認側とは
反対側）に折り曲げられた状態とされる。図示例の場合、周辺領域１０Ｂは表示領域１０
Ａの表示面（配置平面）に対して背面側へ略直交する方向に延在している。このような電
気光学パネル１０は、可撓性のパネルを形成した後に周辺領域１０Ｂを表示領域１０Ａに
対し折り曲げ、この折り曲げ状態を維持するために枠体２０その他の部材で固定してもよ
く、或いは、電気光学パネル１０が自身で上記折り曲げ状態を維持できるように、折り曲
げ部分を加熱する等により、折り曲げ状態が解消されないように加工してもよい。
【００２５】
　ここで、電気光学パネル１０は全体として矩形状に構成されており、表示領域１０Ａも
矩形状である。そして、周辺領域１０Ｂは表示領域１０Ａの四つの各辺の外側に設けられ
、いずれも背面側へ折り曲げられた状態とされている。また、このように各辺にそれぞれ
設けられた周辺領域部分を共に折り曲げを可能とするために、各辺の周辺領域部分の間に
は切り欠き部１０ａが設けられ、この切り欠き部１０ａによってそれぞれの周辺領域部分
が独立して折り曲げ可能となるように構成される。ただし、後述するように、例えば対向
する二辺の周辺領域部分のみを背面側へ折り曲げる場合にはこのような切り欠き部１０ａ
は不要である。
【００２６】
　枠体２０は白色ポリエチレン等の合成樹脂、ステンレス鋼等の金属板などで構成でき、
一体の部材で構成されていても、複数の部材を組み合わせて構成されていてもよい。枠体
２０は電気光学パネル１０の背後（視認側とは反対側）に配置される底部２１と、この底
部２１の外縁に接続され、電気光学パネル１０の周囲を取り囲むように構成される側壁２
２とを有する。側壁２２は上記周辺領域１０Ｂの外面１０ｂを保持し、これによって電気
光学パネル１０の表示領域１０Ａに対して周辺領域１０Ｂが背面側へ折り曲げられた状態
となるように固定している。例えば、側壁２２の内面と電気光学パネル１０の周辺領域１
０Ｂの外面１０ｂとを両面粘着テープ、接着剤等で保持固定する。
【００２７】
　電気光学パネル１０の背後には、フレキシブル配線基板（ＦＰＣ）等の配線基板１５が
配置され、この配線基板１５は電気光学パネル１０の周辺領域１０Ｂに実装される。例え
ば、周辺領域１０Ｂに引き出された配線は配線基板１５に接続される。配線基板１５上に
は必要に応じて駆動回路１６等の電子部品が実装される。配線基板１５は枠体２０の外側
に導出された端子部１５ａを備えている。図示例の場合、配線基板１５は枠体２０の底部
２１の内面上に配置され、上記駆動回路１６は配線基板１５と電気光学パネル１０の間に
収容される。これらの配線基板１５及び駆動回路１６は、上記周辺領域１０Ｂが表示領域
１０Ａに対し背面側へ折り曲げられることによって電気光学パネル１０の背後に厚み方向
に確保された空間内に収容される。
【００２８】
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　本実施形態では、周辺領域１０Ｂが表示領域１０Ａに対し背面側へ折り曲げられること
により、表示領域１０Ａの周囲に張り出す額縁状の領域の幅を低減することができる。特
に、電気光学パネル１０の周辺領域１０Ｂの角部に切り欠き部１０ａを形成することによ
って、隣接する辺に設けられた周辺領域部分をそれぞれ独立に背面側へ折り返すことがで
きる。本実施形態では、このように構成することによって表示領域１０Ａの外側に全周に
亘って設けられた周辺領域部分を全て背面側へ折り返している。したがって、表示領域１
０Ａの外側において全周に亘り張り出し量を低減することができる。
【００２９】
　なお、隣接する辺に設けられた周辺領域部分にそれぞれ配線が設けられ、両周辺領域部
分の配線を相互に接続する必要がある場合には、図１（ｃ）に示すように、両周辺領域部
分間をフレキシブル配線基板（ＦＰＣ）等の配線基板１７で接続すればよい。これによっ
て、配線の接続を確保しつつ異なる方位において製品外形を小さく構成できる。また、本
実施形態及び以下に説明する実施形態においては、周辺領域１０Ｂのうち表示領域１０Ａ
のいずれの側に配置される部分だけでも背面側に折り曲げられた状態とされていれば、本
発明の効果を奏することができる。
【００３０】
　また、上記実施形態では枠体２０の側壁２２が周辺領域１０Ｂを外側より保持している
が、側壁２２を周辺領域１０Ｂの内側に配置し、内側より保持するように構成してもよい
。図示のように外側より保持する場合には周辺領域１０Ｂに対し単に外側から当接するだ
けでも電気光学パネル１０を上記状態に保持しやすくなるが、その代わりに製品外形が枠
体２０の側壁２２の厚さ分だけ大きくなる。逆に内側より保持する場合には周辺領域１０
Ｂに接着するなど何らかの固定手段が必須となるが、その代わりに製品外形をより小さく
することができる。
【００３１】
　本実施形態では周辺領域１０Ｂを枠体２０の側壁２２が保持しているが、枠体２０は電
気光学パネル１０を表示領域１０Ａに対して周辺領域１０Ｂが厚み方向に折り曲げられた
態様に保持していればよいので、保持態様は上記図示例には限定されない。例えば、枠体
２０が表示領域１０Ａと周辺領域１０Ｂの双方を背後及び側方から保持し、全体として電
気光学パネル１０の折り曲げ状態が維持されるように構成されていてもよい。
【００３２】
　また、上述のように電気光学パネル１０自体で上記折り曲げ状態が維持されるように構
成されている場合には、電気光学パネル１０の折り曲げ形状自体を強制的に維持する必要
はないので、電気光学パネル１０を単に保持するだけでよい。このように電気光学パネル
１０の折り曲げ状態の維持に関するこれらの点は以下の各実施形態でも同様である。
【００３３】
　本実施形態では、表示領域１０Ａに対し周辺領域１０Ｂを視認側とは反対側に折り曲げ
ているが、厚み方向に折り曲げているのであれば、例えば、表示領域１０Ａに対し周辺領
域１０Ｂを視認側に折り曲げてもよい。ただし、この場合には表示領域１０Ａの視認側の
周囲に周辺領域１０Ｂが突出することとなるので、図示しない筐体等に設けられる表示画
面と表示体の厚み方向の距離が大きくなる。
【００３４】
　［第２実施形態］
  次に、図２を参照して本発明に係る第２実施形態について説明する。図２（ａ）は本発
明に係る電気光学装置の第２実施形態の平面図、図２（ｂ）は第２実施形態の概略縦断面
図である。なお、本実施形態において、先の実施形態で説明した部分と同一部分には同一
符号を付し、それらの説明は省略する。
【００３５】
　本実施形態では、第１実施形態と同様の電気光学パネル１０と平面的に重ねて配置され
、図示例の場合には電気光学パネル１０の視認側とは反対側の背後に配置される照明ユニ
ット３０をさらに具備している。本実施形態の電気光学パネル１０は、通常、透過型若し
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くは半透過反射型の液晶表示体や電気泳動表示体で構成される。
【００３６】
　照明ユニット３０は、その照明範囲が電気光学パネル１０の表示領域１０Ａと適正に重
なり配置されている。図示例の場合、照明ユニット３０は、配線基板３１と、この配線基
板３１上に実装された複数のＬＥＤ等よりなる光源３２と、この光源３２の前方（視認側
）に間隔を隔てて配置された光拡散板３３と、光拡散板３３のさらに前方に配置された集
光板（プリズムシート）３４とを備える直下型の照明ユニット（バックライト）として構
成されている。また、図示例の場合、照明ユニット３０の外周にはフレーム３５が設けら
れ、このフレーム３５内に上記各構成要素が収容されている。
【００３７】
　本実施形態では、照明ユニット３０は、電気光学装置１０の背後で、上記のように背面
側へ折り曲げられた周辺領域１０Ｂの内側に配置される。また、配線基板３１は枠体２０
から導出されたフレキシブル配線基板（ＦＰＣ）等よりなる配線基板１５′に接続され、
この配線基板１５′上に駆動回路１６等の電子部品が実装される。配線基板１５′には端
子部１５ａ′が設けられる。
【００３８】
　電気光学パネル１０の周辺領域１０Ｂは、第１実施形態のように枠体２０の側壁２２に
固定されていてもよいが、照明ユニット３０のフレーム３５の外面３５ａ上に周辺領域１
０Ｂの内面１０ｃが保持されるように固定されていてもよい。また、枠体２０の内面とフ
レーム３５の外面との間に周辺領域１０Ｂが挟持されることで保持されていてもよい。
【００３９】
　なお、照明ユニット３０はフレーム３５を具備せず、周辺領域１０Ｂの内側に直接に収
容されていてもよい。また、照明ユニット３０は図示例では直下型の構成を有するが、側
部にＬＥＤ等の光源が配置され、この光源と対向する光入射面を端面の一部に有し、光入
射面から入射した光を電気光学パネル１０側の光出射面から出射するように構成された導
光板を備えた、サイドライト型の構成を有していてもよい。
【００４０】
　本実施形態では、電気光学パネル１０を照明する照明ユニット３０が周辺領域１０Ｂの
内側に配置されるので、第１実施形態と同様に周囲への張り出し量を低減しつつ、厚み方
向のコンパクト化も図ることができる。
【００４１】
　本実施形態では、表示領域１０Ａに対し周辺領域１０Ｂを視認側とは反対側に折り曲げ
ているが、厚み方向に折り曲げているのであれば、例えば、表示領域１０Ａに対し周辺領
域１０Ｂを視認側に折り曲げてもよい。ただし、この場合には表示領域１０Ａの視認側の
周囲に周辺領域１０Ｂが突出することとなるので、図示しない筐体等に設けられる表示画
面と表示体の厚み方向の距離が大きくなる。また、周辺領域１０Ｂの内側に照明ユニット
３０を配置する場合には、当該照明ユニット３０は表示領域１０Ａの視認側に配置される
ので、フロントライトとして構成する必要がある。
【００４２】
　［第３実施形態］
  次に、図３を参照して本発明に係る第３実施形態について説明する。図３（ａ）は本発
明に係る電気光学装置の第３実施形態の平面図、図３（ｂ）は第３実施形態の概略縦断面
図である。なお、本実施形態において、先の実施形態で説明した部分と同一部分には同一
符号を付し、それらの説明は省略する。
【００４３】
　上記の第１実施形態において、表示領域１０Ａに対して周辺領域１０Ｂが背面側へ折り
曲げられ、当該周辺領域１０Ｂが表示領域１０Ａの表示面とは直交する方向へ延在するよ
うに構成されていたのに対し、この実施形態では、周辺領域１０Ｂの背面側へ折り曲げら
れた基部側範囲１０Ｂ１より先の部分（外縁部）である末端側範囲１０Ｂ２がさらに内側
へ折り曲げられている点で異なる。ここで、周辺領域１０Ｂの末端側範囲１０Ｂ２は表示
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領域１０Ａの表示面と平行に延在している。
【００４４】
　本実施形態では、周辺領域１０Ｂが表示領域１０Ａに対し背面側に折り曲げられている
だけでなく、その先でさらに内側へ折り曲げられることにより、第１実施形態と同様に表
示画面の周囲への張り出し量を低減しつつ、厚み方向についてもコンパクト化できるとい
う効果を奏する。なお、図示例では、周辺領域１０Ｂは一旦背面側へ伸び（基部側範囲１
０Ｂ１）、その後に内側へさらに折り曲げられた構造（末端側範囲１０Ｂ２）を有するが
、電気光学パネル１０が高い可撓性を有する場合には周辺領域１０Ｂをその途中で背面側
へ折り返すことによって折り畳み状態とすることも可能であり、この場合にはさらに厚み
を低減することができる。
【００４５】
　なお、本実施形態において、上記のように内側へ折り曲げる部分を周辺領域１０Ｂ全体
とする必要はなく、他の部分よりも張り出し量の多い周辺領域部分のみとすることもでき
る。図示例では表示領域１０Ａの隣接する三辺に配置される三つの周辺領域部分（図示左
右及び下の周辺領域部分）の張り出し量が大きく、残りの一つの周辺領域部分（図示上の
周辺領域部分）の張り出し量が小さいので、張り出し量の大きい周辺領域部分は内側へ折
り曲げるように構成し、残りの張り出し量の小さい周辺領域部分は単に背面側へ折り曲げ
るだけとすることができる。
【００４６】
　また、本実施形態においては、内側へ折り曲げられた周辺領域１０Ｂの末端側範囲１０
Ｂ２を枠体２０の底部２１によって保持することが好ましい。この場合においても、当該
末端側範囲１０Ｂ２の外面を枠体２０の底部２１の表面上に両面粘着テープや接着剤など
によって固定することが好ましい。
【００４７】
　［第４実施形態］
  次に、図４を参照して本発明に係る第４実施形態について説明する。図４（ａ）は本発
明に係る電気光学装置の第４実施形態の平面図、図４（ｂ）は第４実施形態の概略縦断面
図である。なお、本実施形態において、先の実施形態で説明した部分と同一部分には同一
符号を付し、それらの説明は省略する。
【００４８】
　本実施形態では、第３実施形態と同様に本来的に張り出し量の大きい周辺領域１０Ｂを
内側へ折り曲げることで厚みを低減しているとともに、第２実施形態と同様の照明ユニッ
ト３０が周辺領域１０Ｂの内側へ配置されている。この場合、照明ユニット３０は、厚み
方向において、周辺領域１０Ｂのうち内側へ折り曲げられている末端側範囲１０Ｂ２と電
気光学パネル１０の間に配置される。このようにすると、照明ユニット３０が周辺領域１
０Ｂの基部側範囲１０Ｂ１と末端側範囲１０Ｂ２に包み込まれるように構成されるので、
各部をより一体的に構成することができる。
【００４９】
　なお、本実施形態では、枠体２０の内側に照明ユニット３０とともに配線基板１５を収
容し、駆動回路１５も当該配線基板１５上に実装している。すなわち、電気光学パネル１
０に接続された配線基板１５は、枠体２０の内部において照明ユニット３０に対し電気光
学パネル１０の表示領域１０Ａとは反対側に収容配置される。
【００５０】
　［第５実施形態］
  次に、図５を参照して本発明に係る第５実施形態について説明する。図５（ａ）は本発
明に係る電気光学装置の第５実施形態の平面図、図５（ｂ）は第５実施形態の概略縦断面
図である。なお、本実施形態において、先の実施形態で説明した部分と同一部分には同一
符号を付し、それらの説明は省略する。
【００５１】
　本実施形態では、電気光学パネル１０′の可撓性が或る程度限定されている場合、例え
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ば、電気光学パネル１０′の曲率を或る程度以上とすることができない場合に好適な態様
を示すものである。すなわち、表示領域１０Ａ′を視認側に向けて凸曲面状になるように
構成することで、表示領域１０Ａ′と周辺領域１０Ｂ′との間の折り曲げ部分の曲率を小
さくしている。また、周辺領域１０Ｂ′を背面側へ厚み方向に沿って延在させるのではな
く、やや外側へ開くように延在させることで、表示領域１０Ａ′と周辺領域１０Ｂ′の間
の曲率をさらに小さくしている。
【００５２】
　上記のように構成すると、電気光学パネル１０′の可撓性が制限されたものであっても
、外側への張り出し量を小さくし、製品外形を小さくすることができるという効果が得ら
れる。例えば、基板１１，１２が比較的硬質の合成樹脂で構成されていたり、薄いガラス
基板で構成されていたりする場合には基板１１，１２を局部的に大きな曲率（小さな曲率
半径）で折り曲げることが難しくなるので、上記のように表示領域１０Ａ′を凸曲面状と
することで、或いは、周辺領域１０Ｂ′を斜め外側に延在するように折り曲げることで、
局部的な曲率に制限があっても製品外形のコンパクト化を図ることが可能になる。
【００５３】
　なお、本実施形態では、電気光学パネル１０′として矩形状の平面形状を備えたものを
用い、表示領域１０Ａ′を挟んで両側に対向する周辺領域部分のみを背面側へ折り曲げて
いる。このような構成は、特に本実施形態のように電気光学パネル１０′の可撓性が低い
場合に電気光学パネル１０′に大きな歪みを与えずに設置できるという点で好適な態様で
ある。これは、電気光学パネル１０′において表示領域１０Ａ′の湾曲方向と直交する方
向の周辺領域部分については折り曲げがさらに困難になるため、表示領域１０Ａ′の湾曲
方向に沿った両側の周辺領域部分についてのみ同じ方向に折り曲げることで容易に電気光
学パネル１０′を折り曲げ状態とすることができるからである。このような構成は、上記
第１実施形態乃至第４実施形態においても同様に構成することができる。
【００５４】
　なお、本実施形態は第３実施形態にも同様に適用できる。ただし、この場合、電気光学
パネル１０′の曲率に制限があるため、周辺領域１０Ｂの先の部分を僅かに内側に斜めに
折り曲げるようにするか、或いは、曲率半径を大きくした上で内側に湾曲させる必要があ
るが、程度の差こそあれ、第３実施形態と同様の作用効果を得ることができる。
【００５５】
　［第６実施形態］
  次に、図６を参照して本発明に係る第６実施形態について説明する。図６（ａ）は本発
明に係る電気光学装置の第６実施形態の平面図、図６（ｂ）は第６実施形態の概略縦断面
図である。なお、本実施形態において、先の実施形態で説明した部分と同一部分には同一
符号を付し、それらの説明は省略する。
【００５６】
　本実施形態では、上記第５実施形態の電気光学パネル１０′を第２実施形態と同様の照
明ユニット３０を備えた構成に適用させたものである。したがって、本実施形態では、第
５実施形態と第２実施形態のそれぞれの効果を奏する。なお、本実施形態は第４実施形態
にも同様に適用できる。この場合にも、第５実施形態で述べたところと同様に、折り曲げ
部分の曲率に制約はあるが、程度の差こそあれ、同種の作用効果を得ることができる。
【００５７】
　［電子機器］
  最後に、以上の各実施形態で説明したように構成された電気光学装置１００を搭載した
電子機器１０００について図７及び図８を参照して説明する。図７は電子機器１０００の
外観を示す斜視図である。
【００５８】
　電子機器１０００は、本体部１００１と表示部１００２とを有し、本体部１００１には
操作ボタン等の操作部が設けられるとともに内部に制御装置等が組み込まれる。また、表
示部１００２には表示画面１００３が形成され、表示部１００２内に配置される上記電気
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光学装置１００によって表示画面１００３において所定の表示画像が形成されるようにな
っている。なお、図示例の電子機器１０００は携帯電話機を構成する例を示すものである
が、本発明の電子機器１０００はこれに限らず、携帯型情報端末、電子時計、その他の各
種の機器に適用できる。
【００５９】
　図８は電子機器１０００の表示制御系の構成を示す概略ブロック図である。電子機器１
０００には、表示情報出力源２９１と、表示情報処理回路２９２と、電源回路２９３と、
タイミングジェネレータ２９４と、照明ユニット３０への電力供給を行う光源制御回路２
９５とを含む表示制御回路２９０を有する。また、電気光学装置１００には、上述の構成
を有する電気光学パネル１０（１０′でもよい。）と、この電気光学パネル１０を駆動す
る駆動回路１５と、バックライトである上記の照明装置３０とが設けられている。ただし
、駆動回路１５は、上記のような態様の他に、電気光学パネル１０の基板表面上に形成さ
れた電子部品や回路パターン、或いは、電気光学パネル１０に導電接続された図示例とは
別の回路基板に実装されたＩＣチップ若しくは回路パターンなどによっても構成すること
ができる。
【００６０】
　表示情報出力源２９１は、ＲＯＭ（Read Only Memory）やＲＡＭ（Random Access Memo
ry）等からなるメモリと、磁気記録ディスクや光記録ディスク等からなるストレージユニ
ットと、デジタル画像信号を同調出力する同調回路とを備え、タイミングジェネレータ２
９４によって生成された各種のクロック信号に基づいて、所定フォーマットの画像信号等
の形で表示情報を表示情報処理回路２９２に供給するように構成されている。
【００６１】
　表示情報処理回路２９２は、シリアル－パラレル変換回路、増幅・反転回路、ローテー
ション回路、ガンマ補正回路、クランプ回路等の周知の各種回路を備え、入力した表示情
報の処理を実行して、その画像情報をクロック信号ＣＬＫと共に駆動回路１５へ供給する
。駆動回路１５は、走査線駆動回路、信号線駆動回路及び検査回路を含む。また、電源回
路２９３は、上述の各構成要素にそれぞれ所定の電圧を供給する。
【００６２】
　光源制御回路２９５は、電源回路２９３から供給される電圧に基づいて照明装置３０の
光源３２に電力を供給し、所定の制御信号に基づいて光源の点灯の有無及びその輝度等を
制御するようになっている。
【００６３】
　尚、本発明の電気光学装置及び電子機器は、上述の図示例にのみ限定されるものではな
く、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々変更を加え得ることは勿論である。例
えば、上記各実施形態の特徴点は可能な限り相互に適宜に組み合わせて構成することがで
きる。
【００６４】
　また、上記第２、第４及び第６実施形態では、電気光学パネル１０、１０′に対して枠
体２０と照明ユニット３０を共に備えた構造とされているが、照明ユニット３０のフレー
ム３５と枠体２０とを一体に構成してもよく、或いは、枠体２０を省略して電気光学パネ
ル１０、１０′と照明ユニット３０だけで構成しても構わない。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】第１実施形態の電気光学装置の概略平面図（ａ）及び概略縦断面図（ｂ）。
【図２】第２実施形態の概略平面図（ａ）及び概略縦断面図（ｂ）。
【図３】第３実施形態の概略平面図（ａ）及び概略縦断面図（ｂ）。
【図４】第４実施形態の概略平面図（ａ）及び概略縦断面図（ｂ）。
【図５】第５実施形態の概略平面図（ａ）及び概略縦断面図（ｂ）。
【図６】第６実施形態の概略平面図（ａ）及び概略縦断面図（ｂ）。
【図７】電子機器の概略斜視図。
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【図８】電子機器の表示制御系の概略ブロック図。
【符号の説明】
【００６６】
１０、１０′…電気光学パネル、１０Ａ、１０Ａ′…表示領域、１０Ｂ、１０Ｂ′…周辺
領域、１０Ｂ１…基部側範囲、１０Ｂ２…末端側範囲、１１、１２…基板、１５…配線基
板、１６…駆動回路、２０…枠体、２１…底部、２２…側壁、３０…照明ユニット、３１
…配線基板、３２…光源、３３…光拡散板、３４…集光板、３５…フレーム、１００…電
気光学装置、１０００…電子機器
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